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三
陸
鉄
道
の
震
災

学
習
列
車
が
快
走
し

て
い
る
。
昨
年
度
は

県
内
外
の
小
中
高
生

ら
27
団
体
１
４
７
２

人
が
同
列
車
に
乗
っ

た
。
２
年
目
で
あ
る

13
年
度
の
予
約
は
、

５
月
上
旬
で
30
団
体
約
２
０
０
０

人
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
車
窓

の
光
景
と
「
語
り
部
」
の
説
明
か

ら
東
日
本
大
震
災
の
被
害
や
教
訓

を
学
び
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
目
的
だ
が
、
ガ
イ
ド
が
「
来

て
く
れ
た
だ
け
で
立
派
な
被
災
地

支
援
」
と
生
徒
た
ち
に
声
を
か
け

る
と
、「
震
災
は
人
ご
と
で
は
な

い
」「
命
は
自
分
で
守
る
ん
だ
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
」
と

応
じ
る
。
彼
等
に
は
自
然
と
共
生

し
、
命
を
守
る
社
会
を
築
く
た
め

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
▼
そ
れ
に
し

て
も
復
興
の
歩
み
は
遅
い
。「
国

は
現
場
が
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
に

口
を
出
し
す
ぎ
る
。
高
台
移
転
の

手
続
き
や
農
地
転
用
な
ど
、
多
く

が
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
、
復
興
交
付

金
も
や
り
た
い
事
業
に
使
え
ず
、

予
算
が
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
に
配
慮
し
災
害
公
営
住
宅
に

商
業
施
設
を
入
れ
よ
う
と
し
て
も

国
は
で
き
な
い
と
い
う
。
被
災
地

と
気
持
ち
を
共
有
で
き
て
い
な
い

証
拠
だ
」
と
陸
前
高
田
市
戸
羽
市

長
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
緊
急

事
態
宣
言
で
市
町
村
に
権
限
を
下

ろ
せ
ば
も
っ
と
復
興
は
進
ん
だ
は

ず
」
と
国
民
不
在
政
治
を
振
り
返

る
▼
い
ま
、
国
の
あ
り
方
、
憲
法

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
大
震
災
で

世
界
中
か
ら
支
援
を
受
け
た
日
本

は
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
子
ど
も

に
優
し
い
ま
ち
を
早
期
に
復
興
さ

せ
る
こ
と
で
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

る
国
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
。
憲

法
理
念
を
活
か
し
、
軍
隊
も
核
も

持
た
な
い
安
全
で
安
心
な
国
と
し

て
、
世
界
中
の
人
々
と
手
を
携
え

平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
が
復
興
支

援
へ
の
恩
返
し
で
も
あ
る
。
参
議

院
選
挙
結
果
が
国
際
社
会
に
お
け

る
平
和
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
日

本
に
繋
が
れ
ば
と
願
う
（
力
）

　

「盛岡からの報告は小原典昭さん（右）と木村新吾さん（左）」

又市征治氏（68）

自
分
達
の
足
元
を
見
つ
め
直
し
て

第
７
回
組
織
拡
大
東
ブ
ロ
ッ
ク
経
験
交
流
会

盛
岡
駅
連
合
分
会
　
舘
洞
　
孝
一

全
組
合
員
が
参
加
し
拡
大
運
動
を

八
戸
運
輸
分
会
　
田
端
　
文
明

又
市
征
治
氏
の
議
席
確
保
に
取
り
組
み
強
化
を

◇
参
議
院
議
員
選
挙
◇
７
月
４
日
告
示
・
同
月
21
投
票

深
田
剛
人
さ
ん
が
優
勝

（
一
戸
地
域
分
会
）

晴
天
の
中
85
人
が
プ
レ
ー

　

本
部
は
第
81
回
定
期
大
会
で
の
決
定
を
受
け
て
「
闘
争
指
令
第
１
号
」
を
発
し
、
「
組
織
拡
大
・
全
国

統
一
闘
争
」
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
の
闘
い
の
中
、
地
方
本
部
に
お
い
て
も
１
月
に
は
木
村
新
吾
さ
ん
が
、

３
月
に
は
河
原
木
孝
志
さ
ん
が
国
労
へ
加
入
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
「
第
７
回
組
織
強
化
・
拡
大
東
ブ
ロ
ッ
ク
経
験
交
流
集
会
」
が
５
月
12
日
・
13
日
、
熱

海
市
の
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
フ
ジ
ヤ
」
に
て
開
催
さ
れ
、
90
人
が
出
席
し
た
。
地
方
本
部
か
ら
は
、
盛
岡
支

部
・
菅
原
高
明
副
委
員
長
、
盛
岡
駅
連
分
会
・
舘
洞
孝
一
書
記
長
、
青
森
駅
連
分
会
・
小
原
典
昭
分
会
長

と
木
村
新
吾
さ
ん
、
八
戸
運
輸
分
会
・
田
端
文
明
分
会
長
と
朽
木
一
執
行
委
員
、
地
方
本
部
・
菊
池
要
悦

組
織
部
長
が
出
席
し
た
。

　

組
織
拡
大
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
の
が
職
場
活
動
の
強
化
と
組
合
員
全
体
で
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
全

国
の
仲
間
の
運
動
に
学
び
な
が
ら
、
共
に
頑
張
る
決
意
を
固
め
合
っ
た
集
会
と
な
っ
た
。

▽
６
月
15
日
（
大
宮
）

　

東
日
本
本
部
主
務
職
交
流
会

▽
６
月
18
日
（
盛
岡
）

　

地
方
本
部
執
行
委
委
員
会

▽
６
月
19
日

　

全
国
・
東
日
本
本
部
代
議
員
選

　

挙
投
票
日

▽
６
月
20
日
（
東
京
）

　

全
国
交
運
共
済
生
協
総
代
会

▽
６
月
21
・
22
日
（
盛
岡
）

　

東
日
本
電
気
協
議
会
交
流
会

▽
６
月
22
日
（
盛
岡
）

　

平
環
セ
「
佐
高
信
文
化
塾
」

▽
６
月
23
日
（
盛
岡
）

　

地
本
組
織
・
教
宣
部
長
合
同
会

　

議
▽
６
月
29
日
（
大
宮
）

　

東
日
本
本
部
各
地
本
・
地
区
本

　

部
組
織
部
長
会
議

▽
７
月
４
日

　

第
23
回
参
議
院
議
員
選
挙
公
示

　
　
　
　
　

◇

優
勝
を
喜
ぶ
深
田
さ
ん（
左
）

　

第
23
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
７

月
４
日
（
木
）
告
示
・
７
月
21
日

（
日
）
投
票
で
の
施
行
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
地
方
本
部
も
同
選
挙

に
つ
い
て
は
、
１
月
16
日
の
第
４

回
執
行
委
員
会
で
社
会
民
主
党
公

認
の
比
例
代
表
に
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
又
市
征
治
氏
（
現
在
２

期
目
・
自
治
労
出
身
）
の
推
薦
を

決
定
し
て
い
る
。

　

平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、
改

憲
反
対
・
反
原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
・
消
費
増
税
ス
ト
ッ
プ
な
ど

を
掲
げ
る
又
市
氏
の
当
選
を
目
指

し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
。

〈
又
市
征
治
氏
略
歴
〉

▽
１
９
４
４
年
７
月
富
山
市
生
ま

れ
る
▽
高
校
を
卒
業
、
富
山
県
庁

に
就
職
▽
１
９
７
４
年
30
歳
で
自

治
労
富
山
県
本
部
書
記
長
に
就
任
。

そ
の
後
、
副
委
員
長
、
委
員
長
を

務
め
、
連
合
富
山
会
長
代
理
な
ど

歴
任
▽
２
０
０
１
年
７
月
社
民
党

比
例
代
表
候
補
と
し
て
参
議
院
議

員
選
挙
に
立
候
補
し
当
選
。

２
０
０
７
年
７
月
に
再
選
▽
党
で

は
こ
の
間
、
参
議
院
国
対
委
員

長
・
同
幹
事
長
な
ど
、
２
０
０
３

年
12
月
か
ら
党
幹
事
長
。
２
０
０

７
年
12
月
か
ら
副
党
首
。

　

第
18
回
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大
会

が
６
月
５
日
安
比
高
原
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は

組
合
員
・
来
賓
を
含
め
85
人
が
参

加
し
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
順
位

を
決
定
す
る
と
と
も
に
交
流
を
深

め
た
。
優
勝
は
一
戸
地
域
分
会
の

深
田
剛
人
さ
ん
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
８
時

10
分
か
ら
開
会
式
を
簡
単
に
行
い
、

４
コ
ー
ス
に
分
か
れ
順
次
ス
タ
ー

ト
。
昼
食
後
に
後
半
の
コ
ー
ス
を

ラ
ウ
ン
ド
し
15
時
前
に
は
全
員
が

プ
レ
ー
を
終
了
。
引
き
続
き
表

彰
・
閉
会
式
に
入
り
、
齋
藤
委
員

長
の
挨
拶
後
に
順
位
の
発
表
に
移

り
用
意
さ
れ
た
景
品
が
順
位
毎
に

手
渡
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
岩
手
県
労
働
福
祉

協
議
会
、
東
北
労
働
金
庫
、
全
労

済
岩
手
県
県
本
部
、
連
合
岩
手
、

社
民
党
岩
手
県
連
合
、
国
労
仙
台

自
動
車
支
部
、
ハ
ピ
ネ
ス
共
済
会
、

ば
ん
か
ら
屋
な
ど
多
く
の
団
体
・

個
人
の
皆
さ
ん
か
ら
の
参
加
や
景

品
の
提
供
を
受
け
た
。

　

第
６
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
通

り
。

　
　
　
　
　

◇

優　

勝　

深
田　

剛
人　

　
　
　
　

（
一
戸
地
域
分
会
）

準
優
勝　

藤
田　

勇
人

　
　
　
　

（
青
森
施
設
分
会
）

第
３
位　

吉
岡　

秀
人

　
　
　
　

（
ば
ん
か
ら
屋
）

第
４
位　

山
本　

寿

　
　
　
　

（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

第
５
位　

濱
中　

保
彦

　
　
　
　

（
全
国
交
運
生
協
）

第
６
位　

館
川　

幸
也

　
　
　
　

（
盛
岡
貨
物
分
会
）

組織拡大に欠かせない職場活動
＝＝全体で90人・盛岡からは7人が参加し交流＝＝

第18回地本ゴルフ大会

　

当
日
は
、
前
段
に
岡
田
尚
弁
護

士
に
よ
る
「
労
働
条
件
の
不
利
益

変
更
と
は
」
と
題
し
た
中
央
労
働

講
座
が
開
催
さ
れ
、
判
例
を
き
め

細
か
く
説
明
し
な
が
ら
の
講
座
で

大
変
わ
か
り
や
す
く
、
「
不
利
益

変
更
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
東
ブ
ロ
ッ
ク
拡
大
経
験
交
流

集
会
」
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

眞
子
書
記
長
が
「
各
地
方
へ
オ
ル

グ
を
行
う
中
で
組
合
員
の
気
持
ち

も
拡
大
し
な
け
れ
ば
に
変
わ
っ
て

き
た
。
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
、

職
場
の
課
題
を
解
決
す
る
の
は
国

労
し
か
な
い
」
と
力
強
い
挨
拶
で

始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
田

中
副
委
員
長
か
ら
「
①
国
労
運
動

の
火
を
消
し
て
い
い
の
か
②
少
数

派
に
甘
ん
じ
て
い
て
い
い
の
か
③

や
り
切
る
た
め
に
、
全
組
合
員
運

動
の
追
求
を
」
と
の
提
起
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
エ
リ
ア

本
部
等
か
ら
５
人
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
が
、
郡
山
駅
連
合
分
会
の

「
普
段
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
国

労
に
入
ら
な
い
か
と
普
通
に
言
え

て
い
る
」
と
の
報
告
が
印
象
的
で

し
た
。
続
い
て
、
７
分
散
会
に
分

か
れ
、
全
国
の
仲
間
と
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
分
散
会
か
ら
の
報
告

と
エ
リ
ア
本
部
・
地
方
本
部
か
ら

の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
分
散
会

報
告
で
は
第
２
分
散
会
座
長
の
地

方
本
部
・
菊
池
組
織
部
長
が
「
組

織
拡
大
に
向
け
、
分
会
運
動
の
強

化
」
、
特
別
報
告
で
は
青
森
駅
連

合
分
会
の
小
原
分
会
長
と
１
月
に

国
労
へ
加
入
さ
れ
た
木
村
新
吾
さ

ん
が
「
ス
ピ
ー
ド
と
タ
イ
ミ
ン
グ

が
大
事
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
、

職
場
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
、

組
合
員
全
体
で
の
意
思
統
一
、
目

標
達
成
に
向
け
て
自
信
を
持
っ
て

や
り
き
る
事
が
大
事
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

各
分
会
で
も
も
う
一
度
自
分
達

の
足
元
を
見
つ
め
直
し
て
、
組
織

拡
大
に
邁
進
し
よ
う
。

　

今
回
の
交
流
会
に
参
加
し
て
、

新
規
採
用
者
を
含
め
た
若
手
社
員

の
組
織
拡
大
に
は
、
か
な
り
の
決

意
を
持
っ
て
臨
ま
な
く
て
は
と
て

も
達
成
は
困
難
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

特
に
、
東
京
地
方
本
部
組
織
部
長

の
宮
﨑
さ
ん
の
話
の
中
で
、
組
織

拡
大
を
図
っ
て
い
く
上
で
職
場
の

人
間
関
係
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
れ
に
ひ
る
ん
で
い
て
は

新
た
な
国
労
の
仲
間
を
増
や
す
こ

と
は
無
理
で
あ
る
旨
の
こ
と
を
言

っ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
実
際
こ
れ
ま
で
自
分
が
職

場
に
お
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
と
い
う
と
、
と
て
も
疑

問
の
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

過
去
自
分
も
何
度
か
若
手
社
員

と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
組
織
拡

大
が
喫
緊
の
課
題
で
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
「
国
労
に
入
ら
な
い

か
」
と
い
う
声
を
残
念
な
が
ら
掛

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
当

時
の
気
持
ち
の
中
に
は
、
ま
さ
か

大
変
な
思
い
を
し
て
ま
で
国
労
に

入
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

が
多
分
に
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
会
社
側

は
、
所
属
組
合
に
よ
る
差
別
は
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。
確
か
に
１
０
０
％
信
用
で
き

な
い
と
い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
は
し
っ
か
り
と
差
別
が
な
い

か
を
点
検
・
摘
発
を
行
い
な
が
ら

他
労
組
と
違
う
運
動
展
開
を
図
り

他
労
組
組
合
員
や
新
規
採
用
者
に

国
労
加
入
を
訴
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

組
織
の
現
状
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
、
組
織
拡
大
は
待
っ
た
な
し

の
問
題
で
あ
り
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ

た
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
、
全
組
合
員
が
参
加
し
、
一
丸

と
な
っ
た
組
織
拡
大
運
動
へ
と
発

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
再

認
識
さ
せ
ら
れ
る
交
流
集
会
で
し

た
。 



























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子
ど
も
・
国
の
未
来
に
む
け
さ
よ
な
ら
原
発

子
ど
も
・
国
の
未
来
に
む
け
さ
よ
な
ら
原
発

＝＝脱原発を訴える山本太郎さん＝＝

さようなら原発1000万人
アクション岩手県実行委員会

平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
主
催

日
常
と
違
う
体
験
は
ス
ト
レ
ス
解
消

青
森
市
で
11
人
参
加
し
「
家
族
会
交
流
」

「
佐
高
信
塾
」
に
参
加
を

婦
人
部
交
流
会
開
催

５
月
28
日
・
青
森

＝＝
俳
優
・
山
本
太
郎
さ
ん
む
か
え
講
演
会
＝＝

　

全
国
各
地
の
反
原
発
集
会
に
参

加
し
脱
原
発
を
訴
え
る
山
本
太
郎

さ
ん
が
５
月
25
日
、
盛
岡
市
サ
ン

ビ
ル
大
ホ
ー
ル
に
て
「
さ
よ
な
ら

原
発
」
と
題
し
講
演
会
（
主
催
・

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人

ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手
県
実
行
委
員

会
）
を
行
っ
た
。

　

会
場
は
山
本
さ
ん
に
一
目
会
い

公
演
を
聴
こ
う
と
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
（
約
３
５
０
人
）

で
満
席
と
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
や
映

画
で
活
躍
し
て
い
た
山
本
さ
ん
は

「
原
発
事
故
後
、
声
を
上
げ
る
べ

き
か
３
週
間
悩
ん
だ
。
ス
ポ
ン
サ

ー
に
逆
ら
え
ば
仕
事
が
な
く
な
る
。

安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
中

で
毎
日
の
よ
う
に
地
震
が
あ
る
。

し
が
な
い
芸
能
人
が
騒
い
で
も
何

も
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
何
も
変
わ

ら
な
い
と
芸
能
活
動
を
休
止
し

反
原
発
活
動
家
に
な
っ
た
経
緯

を
話
さ
れ
た
。

　

山
本
さ
ん
は
食
品
の
安
全
基
準

に
触
れ
「
原
発
事
故
後
５
０
０
ベ

ク
レ
ル
だ
っ
た
基
準
が
１
０
０
ベ

ク
レ
ル
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

一
見
良
か
っ
た
な
と
思
う
が
原
発

事
故
前
は
放
射
線
廃
棄
物
の
厳
重

に
管
理
さ
れ
た
数
値
」
ま
た
、
放

射
性
物
質
に
対
し
て
は
「
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
だ
っ
た
基
準
を

子
供
に
対
し
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

ま
で
引
き
上
げ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
事
故
で
は
、
５
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
で
強
制
移
住
さ
れ
た
。
こ

の
４
倍
の
数
値
を
子
供
に
与
え
て

大
丈
夫
だ
と
い
う
国
を
信
じ
ら
れ

ま
す
か
。
こ
れ
を
怒
ら
ず
に
何
を

怒
る
の
で
す
か
」
と
切
り
捨
て
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
も
「
原
発
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
規

制
を
緩
和
し
自
由
に
貿
易
が
行
わ

れ
て
、
儲
か
る
の
は
一
部
の
支
配

層
と
資
本
家
の
み
。
そ
の
人
達
は

原
発
を
推
進
す
る
」
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
り
原
発
が
止
め
ら
れ
な
く
な
る

と
関
連
を
示
し
た
。

　

約
１
時
間
半
に
わ
た
り
、
原
発

の
恐
ろ
し
さ
・
私
た
ち
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
・
そ
し
て
こ
の
国
の

未
来
に
対
し
て
山
本
さ
ん
は
訴
え

続
け
た
。

　

自
民
党
を
始
め
原
発
を
容
認
し

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
唱
え
る
政
党
が
多

い
中
、
私
た
ち
は
き
ち
ん
と
見
極

め
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
本
さ
ん
も
衆
議
院
選
挙
に
出
馬

し
た
経
験
か
ら
「
選
挙
は
大
事
。

当
落
も
当
然
だ
が
国
民
に
訴
え
る

場
が
あ
る
」
と
今
度
の
参
議
院
選

挙
の
重
要
性
も
話
さ
れ
た
。
自
分

自
身
の
身
を
守
る
た
め
、
子
供
た

ち
の
未
来
の
た
め
、
私
た
ち
も
真

剣
に
「
さ
よ
な
ら
原
発
」
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

盛
岡
地
区
協　

及
川　

孝

　

労
働
者
の
学
習
・
交
流
の
場
と

し
て
「
２
０
１
３
佐
高
信
文
化
塾
」

（
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
主

催
）
が
今
年
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。
４
月
20
日
に
は
第
１
回
講
座

「
東
日
本
大
震
災
の
人
権
と
憲

法
」
と
題
し
て
辛
淑
玉
氏
（
シ
ン

ス
ゴ
氏
・
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
香
科
舎
代
表
）
が
講
演

し
「
外
国
人
差
別
を
煽
る
言
葉
の

暴
力
が
日
本
国
内
の
デ
モ
行
進
で

連
呼
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
は
、
働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と

の
日
常
が
奪
わ
れ
、
人
権
が
奪
わ

れ
憲
法
番
外
地
と
な
っ
て
い
る
。

弱
者
側
が
強
者
側
に
す
が
る
の
で

は
な
く
、
闘
う
こ
と
自
分
を
助
け

る
意
味
か
ら
も
憲
法
を
ま
な
び
活

用
す
る
事
が
大
切
」
と
、
参
加
者

に
も
問
い
か
け
発
言
さ
せ
る
講
演

内
容
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
「
も
の

の
見
方
考
え
方
」
を
学
ん
だ
有
意

義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

　

第
２
回
講
座
は
６
月
22
日
「
纐

纈
あ
や
氏
と
佐
高
信
氏
の
対
談
」

（
盛
岡
市
・
岩
手
教
育
会
館
大
ホ

ー
ル
14
時
〜
16
時
）
が
予
定
さ

れ
、
９
月
に
は
最
終
３
回
目
の
講

座
（
内
容
未
定
）
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
地
方
本
部

へ
。
１
回
1
0
0
0
円
、
補
助
額

5
0
0
円
。
※
纐
纈
あ
や
氏
・
映

画
監
督
、
上
関
原
子
力
発
電
所
に

反
対
続
け
る
島
民
の
姿
を
撮
っ
た

映
画
「
祝
の
島
」
で
シ
チ
リ
ア
環

境
映
画
祭
最
優
秀
賞
受
賞
。

　

５
月
28
日
青
森
市
に
お
い
て
婦

人
部
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

普
段
離
れ
て
い
て
中
々
会
う
こ
と

の
で
き
な
い
婦
人
部
で
す
が
、
健

康
診
断
の
た
め
盛
岡
健
診
セ
ン
タ

ー
の
２
人
が
青
森
を
訪
問
す
る

際
、
５
人
で
集
ま
る
計
画
を
立
て

今
回
実
現
し
ま
し
た
。

　

青
森
で
は
現
在
の
イ
ン
ホ
メ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
動
の
話
も
あ
っ
た
が

別
の
人
が
先
に
移
動
し
て
し
ま
っ

た
。
エ
ル
ダ
ー
（
来
年
）
の
職
場

と
し
て
考
え
て
い
が
、
ま
た
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
１

人
悩
ま
ず
色
々
な
人
と
話
す
中
か

ら
次
の
仕
事
を
見
つ
け
よ
う
と
話

し
合
い
ま
し
た
。
今
回
、
青
い
森

鉄
道
に
出
向
し
て
い
る
組
合
員
と

も
話
す
機
会
が
あ
り
、
職
場
の
状

況
を
聞
く
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

３
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し

た
が
、
久
々
に
全
員
が
顔
を
合
わ

せ
て
話
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
く
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。
秋
に
ま
た
５
人
集
ま
る

こ
と
を
確
認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　

婦
人
部
長　

小
野
寺
京
子

　

５
月
19
日
（
日
）
青
森
市
で
、

「
家
族
会
交
流
会
」
が
、
家
族
会

の
交
流
を
深
め
る
と
同
時
に
「
ね

ぶ
た
」
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
支

部
か
ら
は
４
人
（
北
上
、
田
崎
、

佐
々
木
、
相
内
）
盛
岡
支
部
か
ら

は
7
人
（
佐
々
木
、
兼
平
、
中
堤
、

千
葉
、
小
松
、
松
尾
、
工
藤
）
の

参
加
で
し
た
。

　

初
め
に
国
労
青
森
支
部
会
館
に

て
、
地
方
本
部
副
委
員
長
の
阿
部

一
久
さ
ん
か
ら
情
勢
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　

北
海
道
新
聞
の
コ
ピ
ー
を
資
料

に
、
国
労
闘
争
団
員
だ
っ
た
10
人

の
方
が
J
R
不
採
用
問
題
で
得
た

和
解
金
の
中
か
ら
1
0
0
0
万
円

ず
つ
出
資
し
、
次
世
代
の
雇
用
を

創
出
し
た
い
と
老
人
ホ
ー
ム
の
運

営
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
、
同
じ

く
闘
争
団
だ
っ
た
方
が
菓
子
製
造

工
房
を
開
業
し
、
手
作
り
で
「
梅

よ
う
か
ん
」
を
作
り
道
産
品
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
売
り
上
げ
5
位

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
元
闘
争
団

員
の
奮
闘
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ね
ぶ
た
の
家

「
ワ
・
ラ
ッ
セ
」
に
行
き
、
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
ね

ぶ
た
祭
り
の
歴
史
・
魅
力
に
ど
っ

ぷ
り
ひ
た
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
祭
り
で
受
賞
し
た
大

型
ね
ぶ
た
の
現
物
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
展
示
ホ
ー
ル
の
中
で
は
、

今
年
福
島
で
開
催
さ
れ
る
『
六
魂

祭
』
に
参
加
す
る
と
い
う
大
型
ね

ぶ
た
を
作
製
し
て
い
る
最
中
で
、

作
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「
ワ
・
ラ
ッ

セ
」
は
む
つ
湾
に
面
し
、
青
函
連

絡
船
だ
っ
た
八
甲
田
丸
や
青
森
の

物
産
館
が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
機

会
が
あ
れ
ば
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
観

光
に
訪
れ
た
い
も
の
だ
と
思
い
な

が
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も

次
回
は
是
非
参
加
し
交
流
す
る
と

と
も
に
見
聞
を
広
め
ま
せ
ん
か
。

日
常
と
違
う
体
験
は
ス
ト
レ
ス
解

消
に
も
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
。

　

盛
岡
支
部
家
族
会　

工
藤
明
子

==

最
初
は
意
見
交
流
会==


